
岐

阜

都
市
計
画

区

域
号

外

一�
平

成
二
十
二
年

一

月
十
二
日

平
成
二
十
二
年
二
月
四
日

(

木)

午
後
六
時
か
ら

日

時

岐
阜
市
橋
本
町
一
丁
目

一
〇
番
地
二
三

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー

Ｇ
大
研
修
室

場

所

岐

阜

市

瑞

穂

市

本

巣

市

岐

南

町

笠

松

町

北

方

町

関

係

市

町

目

次

公

示

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

(

都
市
政
策
課)

一
ペ
ー
ジ

公

示

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岐
阜
都
市
計
画

区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン(

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針)

に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則(

昭
和
四
十
五
年
岐
阜

県
規
則
第
五
十
九
号)

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

日
時
及
び
場
所

(
注)

岐
阜
都
市
計
画
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
の
区
分(

区
域
区
分)

の
公
聴
会
と
同

時
に
開
催
す
る
。

二

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
一
の
と
お
り

三

都
市
計
画
の
案
の
閲
覧
場
所
及
び
閲
覧
期
間

１

閲
覧
場
所
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○

○

岐

阜

県

公

報

号

外

毎
週

(

火
曜
日

金
曜
日)

発
行

(

休
日
に
当
た
る

と
き
は
翌
日)

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日



商
業

地
域

住
居

地
域

地

域

区

分

沿
道
型
商
業
地

地
域
の
拠
点
商

業
地

中
心
的
商
業
地

田
園
住
宅
地

一
般
住
宅
地

低
層
住
宅
地

北
方
町
内
の(

都)

馬
場
北
方
線

周
辺
、
岐
阜
市
及
び
瑞
穂
市
内
の

(
都)

一
般
国
道
二
十
一
号
線
及

(

都)

環
状
線
等
の
主
要
な
幹
線

道
路
沿
道

主
要
な
鉄
道
駅
の
周
辺
地
域
等

岐
阜
駅
周
辺
地
区
及
び
柳
ケ
瀬
地

区
を
中
心
と
す
る
地
域
及
び
Ｊ
Ｒ

西
岐
阜
駅
及
び
岐
阜
県
庁
が
立
地

す
る
地
域

東
部
・
北
部
・
西
部
を
中
心
と
し

て
市
街
地
周
辺
に
広
が
る
農
地
に

近
接
し
て
形
成
さ
れ
た
居
住
地
域

市
街
化
区
域
内
の
低
層
住
宅
地
以

外
の
居
住
地
域

東
部
・
北
部
・
西
部
の
市
街
地
外

縁
部
並
び
に
長
良
川
以
北
の(

都)

環
状
線
外
側
等
の
計
画
的
に
整
備

さ
れ
た
住
宅
地
及
び
住
宅
以
外
の

混
在
が
極
め
て
少
な
い
地
域

お

お

む

ね

の

位

置

交
通
の
利
便
性
を
活
か
し
た
幹

線
道
路
沿
道
の
商
業
地

地
域
の
生
活
を
支
え
る
商
業
地

都
心
及
び
副
都
心

田
園
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
住
宅

地 良
好
な
住
環
境
を
備
え
た
住
宅

地 目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の

イ

メ

ー

ジ

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
ほ
か
、
岐
阜
市
都
市
建
設
部
都
市

計
画
課
、
瑞
穂
市
都
市
整
備
部
都
市
開
発
課
、
本
巣
市
産
業
建
設
部
都
市
計
画
課
、
岐
南
町
建
設

課
、
笠
松
町
建
設
水
道
部
建
設
課
及
び
北
方
町
都
市
環
境
農
政
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

２

閲
覧
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日(

火)

か
ら
同
月
二
十
六
日(

火)

ま
で(

土
曜
日
及
び
日
曜
日

を
除
く
。)

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

公
述
の
申
出
方
法

１

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
六
日(

火)

ま

で
に

〒
五
○
○
―
八
五
七
○

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市

政
策
課
へ
別
記
二
の
様
式
に
よ
る
公
述
申
出
書
を
一
部
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提

出
す
る
場
合
は
、
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

２

公
述
申
出
書
の
提
出
は
、
持
参
又
は
郵
送
に
よ
る
も
の
と
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。

３

公
述
の
内
容
は
、
都
市
計
画
の
案
の
範
囲
と
す
る
。

４

公
述
申
出
書
の
中
に
同
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
等
の
場
合
は
、
公
述
を
申
し
出
た
者
の
う
ち

か
ら
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
選
定
の
上
、
公
聴
会
の
前
日
ま
で

に
本
人
に
通
知
す
る
。

五

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課(

電
話
〇
五
八
―
二
七
二
―
一
一
一
一

内
線
三
七
五
五)

、

岐
阜
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
、
瑞
穂
市
都
市
整
備
部
都
市
開
発
課
、
本
巣
市
産
業
建
設
部
都
市

計
画
課
、
岐
南
町
建
設
課
、
笠
松
町
建
設
水
道
部
建
設
課
又
は
北
方
町
都
市
環
境
農
政
課

六

そ
の
他

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
中
止
す
る
。
そ
の

場
合
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

公
述
人
の
陳
述
の
要
旨
及
び
そ
の
対
応
方
針
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

別
記
一

一

都
市
計
画
の
目
標

本
区
域
で
は
、
自
然
的
環
境
及
び
歴
史
的
・
文
化
的
な
環
境
と
高
次
な
都
市
機
能
が
共
存
す
る
本

区
域
の
持
つ
独
自
性
を
十
分
に
発
揮
し
な
が
ら
、
快
適
な
生
活
環
境
の
形
成
と
都
市
の
活
力
や
求
心

力
の
高
い
市
街
地
の
形
成
を
図
る
た
め
、
都
市
づ
く
り
の
基
本
理
念
を｢

豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文

化
の
な
か
高
次
な
都
市
機
能
が
集
積
・
連
携
し
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
県
の
中
心
都
市
の
創
造｣

と
し
、

こ
の
実
現
に
向
け
た
都
市
づ
く
り
の
目
標
を
次
の
と
お
り
示
す
。

１

コ
ン
パ
ク
ト
な
都
市
づ
く
り

２

求
心
力
の
高
い
、
活
力
あ
る
都
市
づ
く
り

３

地
球
環
境
へ
の
負
荷
の
小
さ
い
都
市
づ
く
り

４

自
然
環
境
や
景
観
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
都
市
づ
く
り

５

安
全
・
安
心
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
都
市
づ
く
り

６

み
ん
な
で
進
め
る
都
市
づ
く
り

二

地
域
毎
の
市
街
地
像(

ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー
ジ)

本
区
域
を
地
域
の
特
性
を
も
と
に
四
つ
の
地
域
に
大
別
し
、
地
域
毎
に
目
指
す
べ
き
ま
ち
づ
く
り

の
イ
メ
ー
ジ
を
示
す
。
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緑
地

工
業

地
域

一
般
工
業
地

拠
点
的
工
業
地

木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
、
金

華
山
等
の
ま
と
ま
っ
た
緑
地

長
良
川
以
南
の
住
・
商
・
工
が
共

存
す
る
地
域

び
Ｊ
Ｒ
東
海
道
本
線
周
辺
、
瑞
穂

市
の(

都)

合
渡
下
生
津
線
周
辺

並
び
に
岐
阜
市
内
の
流
通
業
務
団

地
、
岐
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

南
部
地
域
、
東
海
北
陸
自
動
車
道

岐
阜
各
務
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
の
地
域
及
び(

都)

東
海
環

状
自
動
車
道
等
の
高
規
格
幹
線
道

路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地

域

本
区
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
る

水
と
緑
の
空
間

周
辺
の
環
境
と
調
和
し
た
工
業

地 交
通
利
便
性
を
活
か
し
、
効
率

的
・
機
能
的
な
生
産
環
境
を
備

え
た
工
業
地

三

区
域
区
分(

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域)
の
決
定
の
有
無
及
び
区
域
区
分
を
定
め
る
際
の

方
針

１

本
区
域
で
は
、
次
の
理
由
に
よ
り
区
域
区
分
を
定
め
る
。

一�
市
街
地
の
周
辺
に
は
、
土
地
利
用
転
換
が
比
較
的
容
易
な
平
坦
な
地
形
の
地
域
が
広
が
っ
て

い
る
中
、
世
帯
数
増
加
に
よ
る
宅
地
需
要
や
幹
線
道
路
沿
道
に
お
け
る
商
業
施
設
の
立
地
が
進

む
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

二�
岐
阜
県
の
中
心
都
市
と
し
て
、
今
後
と
も
都
市
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ

る
こ
と
。

三�
都
市
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
既
成
市
街
地
の
再
構
築
を
優
先
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
財
源
で
効

率
的･

重
点
的
な
整
備
を
進
め
る
た
め
、
市
街
地
の
区
域
を
明
確
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

四�
市
街
化
圧
力
が
今
後
と
も
継
続
す
る
と
見
込
ま
れ
る
中
、
市
街
地
周
辺
の
自
然
的
環
境
が
無

秩
序
に
侵
食
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
適
切
な
土
地
利
用
の
制
御
方
策
を
と
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
。

五�
新
た
な
都
市
機
能
の
立
地
が
想
定
さ
れ
る
幹
線
道
路
沿
線
地
域
や
東
海
環
状
自
動
車
道
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
等
で
は
、
自
然
的
環
境
の
保
全
と
都
市
的
土
地
利
用
の
計
画
的
誘
導
が
必

要
で
あ
る
こ
と
。

２

区
域
区
分
を
定
め
る
際
の
方
針

一�
人
口
及
び
産
業
の
見
通
し
並
び
に
市
街
化
の
現
況
及
び
動
向
を
勘
案
し
、
適
正
に
市
街
化
区

域
を
設
定
す
る
。

二�
平
成
三
十
二
年
時
点
で
の
市
街
化
区
域
面
積
は
、
お
お
む
ね
一
万
八
百
三
十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル

と
す
る
。

四

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針

１

土
地
利
用
に
関
す
る
方
針

一�
住
居
系

�
低
層
住
宅
地
で
は
、
市
街
地
外
縁
部
及
び
計
画
的
に
整
備
さ
れ
た
住
宅
地
及
び
土
地
利
用

の
混
在
の
少
な
い
住
宅
地
に
お
い
て
、
低
層
戸
建
住
宅
を
中
心
と
す
る
良
好
な
居
住
環
境
の

維
持
及
び
形
成
を
図
る
。

�
一
般
住
宅
地
で
は
、
中
高
層
住
宅
を
は
じ
め
、
日
常
生
活
の
利
便
性
を
支
え
る
施
設
等
の

立
地
を
許
容
す
る
。

�
長
良
川
以
南
の
工
場
等
が
混
在
す
る
住
宅
地
で
は
、
住
居
系
土
地
利
用
へ
の
純
化
を
促
進

す
る
一
方
、
地
域
の
状
況
に
応
じ
、
生
産
環
境
を
保
護
し
な
が
ら
居
住
環
境
の
向
上
を
図
る
。

�
(

都)

環
状
線
の
内
側
に
位
置
す
る
住
宅
地
、
特
に
中
心
商
業
地
に
隣
接
す
る
地
域
で
は
、

利
便
性
の
高
い
居
住
地
と
し
て
中
高
層
住
宅
を
誘
導
し
、
金
華
山
に
隣
接
す
る
地
域
や
長
良

川
流
域
沿
い
の
景
観
形
成
を
図
る
区
域
に
お
い
て
は
、
自
然
景
観
や
眺
望
景
観
な
ど
に
配
慮

し
た
建
築
物
の
立
地
を
誘
導
す
る
。

�
北
方
町
の
円
鏡
寺
の
周
辺
地
区
等
歴
史
的
景
観
を
有
す
る
住
宅
地
で
は
、
住
環
境
と
歴
史

資
源
と
の
調
和
を
図
り
、
歴
史
的
情
緒
の
高
い
居
住
空
間
を
形
成
す
る
。

二�
商
業
系

�
岐
阜
駅
周
辺
及
び
柳
ヶ
瀬
地
区
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
、
商
業･

業
務
機
能
の
一
層
の

集
積
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
都
心
居
住
の
場
と
し
て
、
商
業
業
務
機
能
と
都
心
居
住
機
能

が
共
存
す
る
環
境
の
形
成
を
進
め
る
。

�
Ｊ
Ｒ
西
岐
阜
駅
及
び
県
庁
周
辺
の
副
都
心
地
区
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設
、
商
業
施
設

等
の
立
地
誘
導
を
進
め
る
。

�
笠
松
町
、
瑞
穂
市
の
鉄
道
駅
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
、｢

ま
ち
の
顔｣

と
な
る
商
業
地

の
形
成
の
た
め
、
商
業
機
能
等
の
集
積
を
誘
導
す
る
。

�
主
要
な
幹
線
道
路
沿
道
で
は
、
周
辺
の
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
沿
道
型
商
業
地
の
形
成
を

誘
導
す
る
。

�
都
市
機
能
の
均
衡
あ
る
配
置
を
目
指
す
観
点
か
ら
、
中
心
市
街
地
及
び
地
域
の
拠
点
地
区
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等
を
大
規
模
集
客
施
設
立
地
エ
リ
ア
に
設
定
す
る
。

①

中
心
市
街
地

岐
阜
駅
周
辺
地
区
か
ら
柳
ケ
瀬
地
区
に
か
け
て
の
地
域

②

地
域
の
拠
点
地
区
等

(
都)
環
状
線
近
傍
の
正
木
地
区
、(

都)

徹
明
茜
部
線
沿
線
の
加
納
神
明
地
区
、(

都)

岐
阜
南
濃
線
沿
線
の
柳
津
町
丸
野
地
区
及
び
瑞
穂
市
犀
川
地
区

三�
工
業
系

�
ま
と
ま
っ
た
工
業
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、
機
能
的
で
効
率
的
な
生
産
環
境
の

維
持
及
び
向
上
を
図
る
。

�
岐
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
南
部
地
域
や
岐
阜
各
務
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
で
は

周
辺
の
居
住
環
境
と
の
調
和
に
努
め
つ
つ
、
既
存
工
業
地
の
生
産
環
境
の
向
上
と
工
業･

流

通
機
能
の
計
画
的
な
集
積
を
進
め
る
。

�
本
区
域
南
部
の
岐
阜
流
通
業
務
団
地
で
は
、
流
通
業
務
機
能
の
一
層
の
充
実
を
図
る
。

�
(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道
等
の
高
規
格
幹
線
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
地
域
で

は
優
れ
た
立
地
特
性
を
活
か
し
な
が
ら
、
物
流
・
サ
ー
ビ
ス
・
生
産
機
能
の
計
画
的
な
集
積

を
図
る
。

�
長
良
川
以
南
の
工
場
、
住
宅
及
び
商
業
・
業
務
施
設
が
混
在
す
る
地
域
の
う
ち
土
地
利
用

の
純
化
が
困
難
な
地
域
に
つ
い
て
は
、
住
・
商
・
工
が
共
存
す
る
複
合
地
区
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
環
境
向
上
に
努
め
る
。

四�
緑
地
等

�
市
街
化
区
域
に
残
さ
れ
た
地
域
の
歴
史
的･

文
化
的
背
景
を
有
す
る
緑
地
、
地
域
の
シ
ン

ボ
ル
と
な
る
緑
地
、
維
持
す
べ
き
都
市
の
風
致
あ
る
い
は
歴
史
的
風
致
等
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
な
保
全
を
図
る
。

�
市
街
地
周
辺
の
水
田
、
果
樹
園
等
の
ま
と
ま
っ
た
優
良
農
地
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て

保
全
す
る
。

五�
そ
の
他

�
市
街
地
外
で
は
、
集
約
型
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け
、
原
則
と
し
て
開
発
は
抑
制
す
る
。

�
集
落
地
域
で
は
、
市
街
地
に
隣
接
又
は
近
接
し
て
い
る
地
域
で
、
自
然
環
境
や
営
農
環
境

に
配
慮
さ
れ
、
周
辺
の
市
街
化
を
促
進
す
る
恐
れ
の
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
必
要
に
応
じ

た
公
共
施
設
の
整
備
を
行
う
。

�

(

都)

東
海
環
状
自
動
車
道
等
の
高
規
格
幹
線
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
及
び

(

都)

岐
阜
大
須
線
を
は
じ
め
と
す
る
主
要
幹
線
道
路
等
の
沿
道
に
あ
っ
て
は
、
農
林
漁
業

に
関
す
る
土
地
利
用
と
の
調
整
を
図
っ
た
上
で
、
広
域
道
路
網
に
よ
る
交
通
利
便
性
を
有
効

に
活
用
し
た
、
周
辺
へ
の
市
街
地
拡
大
を
誘
発
す
る
恐
れ
の
な
い
工
業
機
能
、
物
流
機
能
等

の
計
画
的
な
開
発
に
つ
い
て
は
許
容
す
る
。

�
瑞
穂
市
の
犀
川
堤
外
地
に
お
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
土
地
利
用
方
針
に
基
づ
き
、

良
好
な
市
街
地
の
形
成
を
図
る
。

�
市
街
地
に
隣
接
又
は
近
接
す
る
農
業
地
域
で
は
、
乱
開
発
防
止
に
配
慮
し
て
、
緑
多
い
優

良
な
田
園
居
住
地
域
の
保
全
に
努
め
る
。

�
岐
阜
大
学
及
び
岐
阜
大
学
付
属
病
院
が
立
地
す
る
学
術
・
研
究
拠
点
等
、
当
該
公
共
施
設

と
併
せ
て
良
好
な
街
区
を
形
成
し
、
そ
の
拠
点
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
土
地
利
用
を
計
画
的
に

誘
導
す
る
。

２

都
市
施
設
の
整
備
に
関
す
る
方
針

一�
交
通
施
設

�
全
国
的
な
物
資
及
び
人
の
交
流
の
活
発
化
を
促
す
た
め
広
域
的
道
路
網
の
充
実
を
図
る
。

�
中
心
部
の
放
射
環
状
型
の
道
路
網
や
地
域
相
互
を
結
ぶ
道
路
の
整
備
を
促
進
し
、
一
体
の

都
市
と
し
て
の
連
携
強
化
を
図
る
。

�
連
続
立
体
交
差
事
業
に
つ
い
て
、
名
鉄
名
古
屋
本
線
の
早
期
事
業
着
工
、
名
鉄
各
務
原
線

の
事
業
着
手
を
目
指
し
、
Ｊ
Ｒ
岐
阜
駅
と
名
鉄
岐
阜
駅
の
間
の
利
便
性
を
高
め
、
交
通
拠
点

と
し
て
の
機
能
強
化
を
図
る
。

�
地
域
の
拠
点
・
顔
と
し
て
の
駅
前
広
場
並
び
に
円
滑
な
都
市
活
動
の
た
め
の
計
画
的
な
駐

車
場
及
び
駐
輪
場
の
整
備
を
促
進
す
る
。

�
パ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
が
可
能
な
複
合
的
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
や
自
転
車
道
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
図
る
。

�
道
路
の
整
備
水
準
の
目
標
は
、
市
街
地
内
に
お
け
る
主
要
な
都
市
計
画
道
路
の
延
長
を
お

お
む
ね
二
二
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

二�
下
水
道
及
び
河
川

�
下
水
道
の
整
備
は
、
岐
阜
市
、
岐
南
町
、
笠
松
町
及
び
北
方
町
で
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市

街
化
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
効
率
的
な
整
備
と
処
理
区
域
の
拡
大
を
図
る
。

�
市
街
地
内
の
雨
水
排
除
に
つ
い
て
は
、
緊
急
度
の
高
い
地
区
を
重
点
的
に
公
共
下
水
道
等

の
整
備
を
進
め
る
。

�
治
水
整
備
に
つ
い
て
は
、
流
域
の
保
水
・
遊
水
機
能
の
適
切
な
保
全
を
推
進
し
、
総
合
的
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な
治
水
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
公
園
・
緑
地
や
街
路
等
と
一
体
と
な
っ
た
水
と
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
よ
り
、
良
好
な
水
環
境
の
形
成
を
図
る
。

�
公
共
下
水
道
の
整
備
水
準
の
目
標
は
、
岐
阜
市
は
平
成
二
十
五
年
で
普
及
率
九
十
パ
ー
セ

ン
ト
、
北
方
町
は
平
成
二
十
七
年
完
成
、
笠
松
町
及
び
岐
南
町
は
平
成
二
十
七
年
に
市
街
化

区
域
全
域
の
整
備
を
完
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
。

�
河
川
の
整
備
水
準
の
目
標
は
、
施
設
整
備
の
現
状
を
考
慮
し
、
国
が
管
理
す
る
木
曽
川
等

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
と
す
る
治
水
安
全
度
に
応
じ
て
整
備
を
進
め
る
。

３

市
街
地
開
発
事
業
に
関
す
る
方
針

一�
市
街
地
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
既
成
市
街
地
の
再
整
備
を
優
先
し
て
行
う
。

二�
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
高
次
都
市
機
能
を
備
え
た
安
全
か
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る
市
街
地
の

形
成
を
図
る
た
め
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等
を
推
進
し
、
既
存
商
業
地
の
再
整
備
、
拠
点
に
ふ

さ
わ
し
い
商
業
核
の
再
整
備
及
び
都
心
居
住
の
促
進
を
図
る
。

三�
密
集
住
宅
市
街
地
で
は
、
生
活
環
境
改
善
及
び
防
災
性
向
上
の
た
め
、
可
能
な
限
り
面
的
整

備
に
よ
り
、
都
市
基
盤
と
一
体
と
な
っ
た
街
区
の
更
新
を
図
る
。

四�
市
街
化
区
域
内
の
未
利
用
地
混
在
地
区
で
は
、
良
好
な
市
街
地
の
環
境
を
形
成
す
る
た
め
、

地
区
の
状
況
等
を
勘
案
し
て
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施
あ
る
い
は
地
区
計
画
の
導
入
に
よ
っ

て
土
地
利
用
の
整
序
を
図
る
。

４

自
然
的
環
境
の
整
備
又
は
保
全
に
関
す
る
方
針

一�
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
等
を
は
じ
め
と
す
る
大
小
の
河
川
及
び
金
華
山
、
百
々
ヶ
峰
、

御
望
山
等
の
樹
林
地
は
、
良
好
な
市
街
地
後
背
の
自
然
緑
地
と
し
て
保
全
を
図
る
。

二�
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、
歴
史
的
・
文
化
的
資
源
の
保
全

を
図
り
、
こ
れ
ら
を
活
用
し
た
景
観
形
成
を
図
る
。

三�
都
市
施
設
と
し
て
の
公
共
空
地
の
面
積
の
目
標
は
、
都
市
計
画
区
域
人
口
一
人
当
た
り
の
面

積
八
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。

五

｢

四

主
要
な
都
市
計
画
の
決
定
の
方
針｣

に
基
づ
き
、
主
な
土
地
利
用
、
都
市
施
設
及
び
市
街

地
開
発
事
業
の
お
お
む
ね
の
位
置
を
示
す
図
面
は
、
総
括
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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岐

阜

都
市
計
画

区

域

平
成
二
十
二
年
二
月
四
日

(

木)

午
後
六
時
か
ら

日

時

岐
阜
市
橋
本
町
一
丁
目

一
〇
番
地
二
三

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー

Ｇ
大
研
修
室

場

所

岐

阜

市

瑞

穂

市

本

巣

市

岐

南

町

笠

松

町

北

方

町

関

係

市

町

別
記
二

公
述
申
出
書

平
成
22年
１
月
12日
付
け
で
岐
阜
県
公
報
に
登
載
さ
れ
た
岐
阜
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
決
定
案
(素
案
)
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
意
見
を
述
べ
た
い
の
で

申
し
出
ま
す
｡

平
成
22年
１
月
日

岐
阜
県
知
事

古
田
肇
様

公
述
申
出
人

住
所

TEL

(ふ
り
が
な
)

氏
名

印

意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由

(注
)
１
用
紙
は
Ａ
４
判
の
大
き
さ
と
し
て
く
だ
さ
い
｡

２
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
区
分
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
｡

○
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
の
開
催

都
市
計
画
法(

昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号)

第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岐
阜
都
市
計
画

市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
と
の
区
分(

区
域
区
分)

に
関
す
る
都
市
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
、

岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
を
開
催
す
る
の
で
、
岐
阜
県
都
市
計
画
公
聴
会
規
則(

昭
和
四
十
五
年
岐
阜

県
規
則
第
五
十
九
号)

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日

岐
阜
県
知
事

古

田

肇

一

日
時
及
び
場
所

(

注)

岐
阜
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン(

整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針)

の
公
聴
会
と
同

時
に
開
催
す
る
。

二

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
聴
こ
う
と
す
る
都
市
計
画
の
案
の
概
要

別
記
一
の
と
お
り

三

都
市
計
画
の
案
の
閲
覧
場
所
及
び
閲
覧
期
間

１

閲
覧
場
所

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
ほ
か
、
岐
阜
市
都
市
建
設
部
都
市

計
画
課
、
瑞
穂
市
都
市
整
備
部
都
市
開
発
課
、
本
巣
市
産
業
建
設
部
都
市
計
画
課
、
岐
南
町
建
設

課
、
笠
松
町
建
設
水
道
部
建
設
課
及
び
北
方
町
都
市
環
境
農
政
課
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

２

閲
覧
期
間

平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日(

火)

か
ら
同
月
二
十
六
日(

火)

ま
で(

土
曜
日
及
び
日
曜
日

を
除
く
。)

の
午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
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３

箇
所
番
号

２

箇
所
番
号

１

箇
所
番
号

瑞
穂
市
市
街
化
調

整
区
域

地

区

名

本
巣
市
市
街
化
区

域 地

区

名

高
屋
西
部

地

区

名

九
・
六

面

積

(

㌶)

一
四
八
・
二

面

積

(

㌶)

一
九
・
二

面

積

(

㌶)

行
政
区
域
界
の
変
更

編

入

理

由

都
市
計
画
区
域
の
除
外

除

外

理

由

土
地
区
画
整
理
事
業
の
実
施

編

入

理

由

四

公
述
の
申
出
方
法

１

公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
よ
う
と
す
る
者
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
六
日(

火)

ま

で
に

〒
五
○
○
―
八
五
七
○

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市

政
策
課
へ
別
記
二
の
様
式
に
よ
る
公
述
申
出
書
を
一
部
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
郵
送
に
よ
り
提

出
す
る
場
合
は
期
限
ま
で
に
必
着
の
こ
と
。

２

公
述
申
出
書
の
提
出
は
郵
送
又
は
持
参
に
よ
る
も
の
と
し
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
及
び
電
子
メ
ー
ル

に
よ
る
提
出
は
認
め
な
い
。

３

公
述
の
内
容
は
、
都
市
計
画
の
案
の
範
囲
と
す
る
。

４

公
述
申
出
書
の
中
に
同
趣
旨
の
意
見
が
多
数
あ
る
等
の
場
合
は
、
公
述
を
申
し
出
た
者
の
う
ち

か
ら
、
公
聴
会
に
お
い
て
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
者
を
選
定
の
上
、
公
聴
会
の
前
日
ま
で

に
本
人
に
通
知
す
る
。

五

公
聴
会
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

岐
阜
県
都
市
建
築
部
都
市
政
策
課(

電
話
〇
五
八
―
二
七
二
―
一
一
一
一

内
線
三
七
五
五)

、

岐
阜
市
都
市
建
設
部
都
市
計
画
課
、
瑞
穂
市
都
市
整
備
部
都
市
開
発
課
、
本
巣
市
産
業
建
設
部
都
市

計
画
課
、
岐
南
町
建
設
課
、
笠
松
町
建
設
水
道
部
建
設
課
又
は
北
方
町
都
市
環
境
農
政
課

六

そ
の
他

公
述
申
出
書
の
提
出
期
限
ま
で
に
公
述
の
申
出
が
な
い
場
合
に
は
、
公
聴
会
を
中
止
す
る
。
そ
の

場
合
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

公
述
人
の
陳
述
の
要
旨
及
び
そ
の
対
応
方
針
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。

別
記
一

一

区
域
区
分
の
変
更
を
必
要
と
す
る
理
由

岐
阜
都
市
計
画
区
域
内
の
人
口
は
今
後
減
少
傾
向
に
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
が
、
一
方
で

周
辺
地
域
で
の
人
口
の
増
加
は
少
な
く
と
も
平
成
三
十
二
年
ま
で
は
継
続
す
る
こ
と
や
、
一
世
帯
当

た
り
の
人
員
の
減
少
に
伴
う
世
帯
数
の
増
加
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

北
方
町
に
お
い
て
は
人
口
増
加
が
大
き
く
市
街
化
区
域
内
農
地
が
少
な
い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
区
域
区
分
の
変
更
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
平
成
十
六
年
二
月
一
日
に
旧
糸
貫
町(

一
部
が
岐
阜
都
市
計
画
区
域)

、
旧
本
巣
町
、
旧

真
正
町
及
び
旧
根
尾
村(

都
市
計
画
区
域
外)

が
町
村
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
体
の
都
市
と
し

て
総
合
的
に
整
備
、
開
発
及
び
保
全
す
る
た
め
、
旧
糸
貫
町
の
一
部
を
岐
阜
都
市
計
画
区
域
か
ら
分

離
し
、
旧
糸
貫
町
及
び
旧
真
正
町
並
び
に
旧
本
巣
町
の
一
部(

中
部
圏
開
発
整
備
法
に
基
づ
く
都
市

開
発
区
域)

に
お
い
て
本
巣
都
市
計
画
区
域
を
新
設
す
る
が
、
こ
れ
に
伴
う
区
域
区
分
の
変
更
を
行

う
。併

せ
て
平
成
二
十
一
年
十
月
三
十
一
日
に
瑞
穂
市
、
大
垣
市
及
び
安
八
町
間
で
行
政
区
域
界
の
変

更
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
れ
に
伴
う
都
市
計
画
区
域
及
び
区
域
区
分
の
変
更
を
行
う
。

二

区
域
区
分
の
変
更
の
基
本
方
針

都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
整
備
を
図
る
た
め
、
次
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
区
域
区
分
の
変

更
を
行
う
。

１

人
口
減
少
や
都
市
経
営
の
観
点
か
ら
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
市
街
化
区

域
を
い
た
ず
ら
に
拡
大
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
想
定
さ
れ
た
人
口
及
び
産
業
を
適
切
に
収
容
で

き
る
よ
う
変
更
を
行
う
。

２

市
街
化
区
域
の
編
入
は
、
計
画
的
な
市
街
地
整
備
が
見
込
ま
れ
る
新
市
街
地
に
お
い
て
行
う
。

３

市
町
合
併
等
を
理
由
と
し
た
都
市
計
画
区
域
の
変
更
に
併
せ
て
、
区
域
区
分
の
変
更
を
行
う
。

三

区
域
区
分
の
変
更
の
内
容

次
の
箇
所
に
つ
い
て
市
街
化
区
域
の
編
入
及
び
除
外
、
市
街
化
調
整
区
域
の
編
入
及
び
除
外
を
行

う
。

１

市
街
化
区
域
編
入
予
定
箇
所

２

市
街
化
区
域
除
外
予
定
箇
所

３

市
街
化
調
整
区
域
編
入
予
定
箇
所
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お
お
む
ね
四
六
一
、三
千
人

人

口

５ ４

箇
所
番
号

大
垣
市
市
街
化
調

整
区
域

本
巣
市
市
街
化
調

整
区
域

地

区

名
約
五
、五
四
〇
億
円

工
業
出
荷
額

九
・
〇

六
六
三
・
八

面

積

(

㌶)

約
二
三
、七
五
六
億
円

卸
小
売
販
売
額

行
政
区
域
界
の
変
更

都
市
計
画
区
域
の
除
外

除

外

理

由

お
お
む
ね
一
〇
、八
三
四
㌶

市
街
化
区
域
面
積

４

市
街
化
調
整
区
域
除
外
予
定
箇
所

四

本
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る
都
市
計
画
の
目
標
を
平
成
三
十
二
年
と
し
、
近
年
の
人
口
、
産
業
の

動
向
等
を
勘
案
し
て
次
の
と
お
り
想
定
し
た
。

五

区
域
区
分
に
関
す
る
都
市
計
画
概
略
図
は
、
総
括
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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別
記
二

公
述
申
出
書

平
成
22年
１
月
12日
付
け
で
岐
阜
県
公
報
に
登
載
さ
れ
た
岐
阜
都
市
計
画
区
域
区
分
の

都
市
計
画
決
定
案
(素
案
)
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
意
見
を
述
べ
た
い
の
で
申
し
出
ま

す
｡

平
成
22年
１
月
日

岐
阜
県
知
事

古
田
肇
様

公
述
申
出
人

住
所

TEL

(ふ
り
が
な
)

氏
名

印

意
見
の
要
旨
及
び
そ
の
理
由

(注
)
１
用
紙
は
Ａ
４
判
の
大
き
さ
と
し
て
く
だ
さ
い
｡

２
意
見
の
要
旨
と
そ
の
理
由
を
区
分
し
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
｡
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平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日
発
行

岐
阜
市
薮
田
南
二
丁
目
一
番
一
号

発
行
者

岐

阜

県

発
行
所

岐

阜

県

庁

編

集

岐
阜
市
三
輪
ぷ
り
ん
と
ぴ
あ
十
三
―
一

岐

阜

文

芸

社


